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• 

第19回「おおむら駅伝競走大会」が2月11日、海上自

衛隊内道路を会場に 5区間20krnコースで行われました。

参加したのは、中学生から一般まで 128チームです。

この巴は、晴天に恵まれまずまずの駅伝日和。各選手

は、日ごろ鍛えた健脚を披露。中には練習不足の選手も

いて、タスキ渡しが遠く感じられるチームも見受けられ

ましたが、力走する選手たちに、職場の仲間や家族から

盛んな声援が送られていました。

※成績は19ページに掲載しています。
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市
で
は
、
豊
か
で
魅
力
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
を
め
ざ
し
て
、
生
活
環
境
の
整
備
、

福
祉
施
策
の
充
実
、
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
り
な
が
ら
、
快
適
な
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
施
設
や
道
路
、
公
園
、
橋
な
ど
、
平
成

7
年
度
中
に
完
成

し
た
も
の
、
現
在
整
備
中
の
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

進む大村のまちづくり
道
路
網
の
整
備

施
設
の
整
備

み
ど
り
豊
か
で
、
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る

生
活
環
境
づ
く
リ
の
た
め
に
、
昨
年

6
月
、
医
療
施

設
充
実
に
よ
る
心
臓
血
管
病
セ
ン
タ
ー
を
オ
ー
プ
ン

し
、
現
在
ご
み
処
理
施
設
の
新
設
や
市
営
住
宅
の
建

て
替
え
、
体
力
‘
つ
く
り
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

整
備
な
ど
、
住
み
よ
い
ま
ち
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

v 市営陸上競技場整備(玖島 1丁目)

2階スタンド付本部棟・階段スタンド・ナイター照明な

どを整備し 3月に完成予定。競技力の向上を図ります。

hv
市
民
プ
ー
ル
新
設
(
森
園
町
)

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
市
民
プ

l
ル
は

3

月
に
完
成
予
定
。
7
月
オ
ー
プ
ン
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

c 4 

企大村駅前線(東三城町付近)

大村の顔であるシンボルロードとしての整備が

今、着々と進んでいます。

現
在
、
国
道
制
号
の
拡
幅
改
良
と
並
行
し
て
、
バ

イ
パ
ス
的
機
能
を
持
つ
都
市
計
画
道
路
や
主
要
路
線

の
早
期
完
成
に
向
け
、
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

平成 8年 3月号広報お，おむら

hv
国
道
M
号
暫
定
拡
幅

(
幸
町
付
近
)

交
通
渋
滞
の
緩
和
に
向
け
て
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

i
f

、荒
瀬
橋
が
開
通
浅
叩
い
て
活
用
さ
れ
て
い

市
の
南
北
を
結
ぶ
y

ペ
ノ
コ

ま
す
。

hv
都
市
計
画
道
路
富
の
原
坂
口
線

一
部
開
通
し
て
い
ま
す
よ
富
の
原
2
丁
目
付
近
)

(
平
成
9
年
3
月
全
面
開
通
予
定
)

A 心臓血管病センタ一(古賀島町)
最近の高度医療機器と経験豊かなス

タッフに よる県内初の心臓病の専門

治療センター

高齢化が進むなかで、市民が生きがいを持って

安心して健康で豊かに暮らせる、やさしいまちづ

くりをめざしています。

お年寄りや障害者の方の社会参加を促進するた

め、福祉センターにエレベーターや市街地に専用

トイレを設置。さらに、野岳湖公園に車いす専用

のスロープを設けました。

公
園
縁
地
の
整
備
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赤
佐
古
公
園
、
久
原
公
園
な
ど
を
新
設
中
で
あ
り
、
森
園
公

園
、
伊
勢
町
公
園
を
整
備
中
で
す
。
さ
ら
に
、
市
民
が
緑
と
自

然
に
親
し
み
な
が
ら
憩
う
場
と
し
て
、
一
裏
見
の
滝
に
あ
ず
ま
屋

や
ト
イ
レ
を
建
設
中
で
す
。

hv
伊
勢
町
公
園
(
西
本
町
)

芝
生
広
場
や
噴
水
な
ど
を
整
備
し

3
月
に
完
成
予
定
で
す
。

hv
森
園
公
園
(
森
園
町
)

小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
、
芝
生
広
場
、

船
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
遊
具
な

ど
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

{: 

下
萱
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
完
成

4
月
1
日
か
ら
稼
動
し
ま
す

「
農
業
集
落
排
水
事
業
」
に
よ
る

2
地
区
目
の
汚
水
処
理
施
設
「
下

萱
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
が
荒

大
村
湾
の
浄
化
を
め
ざ
す
下
萱
瀬

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
(
荒
瀬
町
)

瀬
町
に
完
成
し
ま
し
た
。

今
回
整
備
さ
れ
た
萱
瀬
下
地
区

(
宮
代
町
、
原
町
、
荒
瀬
町
)
は

1
9
5
戸、

1
、
1
4
0
人
が
対

象
。
汚
水
管
の
総
延
長
は
約
1
万

1
、
0
0
0
メ
ー
ト
ル
。

総
事
業

費
は
約
日
億
円
。

農
業
用
の
水
路
や
河
川
の
水
質

保
全
と
と
も
に
、
閉
鎖
性
海
域
で

汚
濁
が
進
む
大
村
湾
の
浄
化
に
も

つ
な
が
り
、
大
き
な
期
待
が
か
か

っ
て
い
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は
、
耕
地
課
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

A 高齢者・障害者用トイレ設置

(天正夢広場横)
お年寄りや身体障害者の方が安心して

外出できるように整備しています。

hv
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

(
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
)

体
の
不
自
由
な
人
や
お
年
寄
り
の

人
が
利
用
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。

工
事
期
間
中
、
皆
様
に
は

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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市
制
施
行
日
周
年
記
念
式
典

副
忠
商
ゆ
時
ω
司

川

ω泊
凡
ぬ

Q
@凪
nw
を
号
議

昭
和
行
年
2
月
什
目
、
大
村
市
と
し
て
誕
生
し
て
か
ら

今
年
で
日
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
た
「
市
制
施
行
日
周
年
記
念
式
典
」
が

2
月
日
目
、
パ
ー
ク
ベ
ル
ズ
で
行
わ
れ
、
市
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
お
個
人
・

5
団
体
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
(
敬
称
略
)

市政功労者として表彰を受けられた皆さん

(2/13・パークベルズ)

⑨
市
政
振
興
功
労

山
本
豊
一
郎
(
団
本
部
・
陰
平
町
)

消
防
団
本
部
分
団
長
と
し
て
消

防
防
災
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

田

中

芳

幸

(
1
分
団
・
久
原
1

丁
目
)

消
防
団
分
団
長
と
し
て
消
防
防

災
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

飯
野
豊
太
郎
(
武
部
町
)

岩
永
喜
久
一
(古
賀
島
町
)

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
と
し

て
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

坂
田
正
人
(
松
原
1
丁
目
)

選
挙
管
理
委
員
と
し
て
選
挙
の

適
正
管
理
お
よ
び
浄
化
の
た
め
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

高
以
良
康
雄
(
小
川
内
町
)

図
書
館
協
議
会
委
員
と
し
て
図

書
館
の
運
営
と
教
育
の
振
興
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

山
口
岩
男
(
向
木
場
町
)

梶
原
勝
徳
(
松
原
2
丁
目
)

農
業
委
員
と
し
て
農
業
発
展
の

た
め
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

⑨
社
会
福
祉
功
労

長
井
申
八
郎
(
桜
馬
場
2
丁
目
)

溝
江
久
雄
(
武
部
町
)

山
口
好
子
(
西
三
城
町
)

中
村
沖
太
郎
(
久
原
1
丁
目
)

原
口
常
春
(
桜
馬
場
2
丁
目
)

永
田
千
歳
(
富
の
原
1
丁
目
)

田
中
駒
雄
(
玖
島
1
丁
目
)

和
崎
イ
ツ
子
(
松
並
2
丁
目
)

贋
瀬
政
和
(
小
川
内
町
)

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て

福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

⑨
産
業
振
興
功
労

尾
崎
嘉
生
(
西
大
村
本
町
)

岩
永
一
郎
(
本
町
)

横
山
勝
徳
(
協
和
町
)

大
村
商
工
会
議
所
常
議
員
と
し

て
商
工
業
の
振
興
と
地
域
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

⑨
教
育
振
興
功
労

岡
松
尾
喜
海
(
玖
島
1
丁
目
)

児
童
生
徒
の
健
康
保
持
増
進
に

尽
力
さ
れ
教
育
の
振
興
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

⑨

篤

行

橋
本
マ
ツ
工
(
原
町
)

奨
学
基
金
へ
多
額
の
浄
財
を
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

加
島
澄
子
(
乾
馬
場
町
)

今
里
和
照
(
長
崎
市
幸
町
)

文
化
基
金
へ
多
額
の
浄
財
を
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

上
田
市
次
(
諏
訪
1
丁
目
)

文
化
基
金
な
ら
び
に
芸
術
文
化

の
向
上
の
た
め
多
額
の
浄
財
を
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

原
因
綱
夫
(
高
槻
市
前
島
1
丁

目
)

市
立
図
書
館
へ
多
数
の
図
書
を

寄
増
さ
れ
教
育
文
化
の
振
興
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

⑨
団
体
・
法
人
功
労

野
岳
山
麓
農
村
活
性
化
協
議
会

日
ご
ろ
か
ら
組
織
活
動
に
よ
り

農
業
生
産
の
向
上
と
農
村
社
会
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

側
丸
源

奨
学
基
金
へ
多
額
の
浄
財
を
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

大
村
コ
ン
ク
リ
ー
ト
州

側
平
山
組

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
へ
多
額
の

浄
財
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

九
州
電
力
側

市
道
杭
出
津
松
原
線
の
道
路
用

地
と
し
て
貴
重
な
用
地
を
譲
与
さ

れ
ま
し
た
。
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会
議
に
先
立
ち
、
甲
斐
田
市
長

か
ら
委
員
初
名
に
委
嘱
状
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
は
、
市
民
を
悲
惨

な
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、
昨

年
発
生
し
た
交
通
事
故
の
分
析
や

今
後
の
対
策
、
お
よ
び
道
路
情
勢
、

交
通
事
故
被
害
者
の
救
済
な
ど
を

話
し
合
う
も
の
で
す
。

会
議
で
は
、
特
に
国
道
担
号
の

交
通
渋
滞
対
策
や
放
置
自
転
車
な

ど
、
今
後
の
交
通
行
政
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
に

ー

大
村
市
受
通
安
全
対
策
協
議
会
、
が
会
合

l

R言大
市 iq村

葉益夏
でと通
関の安
か会全
れ合対

必益/掴・・ー・・ まが策
/ ー ー し 1協

昨年の事故状況など報告された交通た月言語

安全対策協議会 (1/24・市役所 o 24会

か
月
間

(
8
月
白
日
ま
で
)
保
管

し
ま
す
。

心
あ
た
り
の
あ
る
人
は
、
総
務

課
交
通
防
犯
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

放
置
自
転
車
を
整
理
し
ま
す

大
村
駅
前
駐
輪
場
(
市
立
図
書

館
横
)
に
は
、
所
有
者
不
明
の
自
転

車
が
長
期
間
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
駐
輪
場
の
改
修

工
事
に
伴
い
、
放
置
自
転
車
を
6



平成 8年 3月号

いよいよ花のシーズン/

広報おおむら

ヨ出かけませんか.ノ
3月25日--6月20日花まつり

( (制大村市観光協会(宮⑫ 3605)
1 は、 JR大村駅前の観光案内所 i
iに移転しました。 ;

「
水
と
緑
と
花
の
ま
ち
」
と
う
た
わ
れ
た
大
村
市
は
、

名
な
花
所
で
す
。

サ
ク
ラ
に
は
じ
ま
り
、
ツ
ツ
ジ
・
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
・
花
シ
ョ
ウ
ブ
・

ア
ジ
サ
イ
な
ど
の
花
々
が
、
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
、
次
か
ら
次
へ

と
咲
き
誇
り
、
市
民
は
も
と
よ
り
、
県
内
・
外
か
ら
訪
れ
る
花
見
客

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

期
間
中
、
さ
く
ら
ま
つ
り
や
花
し
よ
う
ぶ
ま
つ
り
な
ど
の
催
し
も

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
「
花
の
ま
ち
大
村
」
の
春
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

県
内
で
も
有

-ツツジ(1万本)

4 月中旬~5 月中旬

・花ショウブ(10万株・ 30万本)

5 月中旬~6 月中旬

・アジサイ (7，000本)

6 月中旬~7 月中旬

(大村公園)

サクラの見ごろ
・ソメイヨシノ(1，500本)

3 月下旬~4 月上旬

-八重ザクラ (200本)

4月中旬

-オオムラザクラ (300本)

ー
東
野
岳
町

l

-
サ
ク
ラ

(
3
0
0
本
)

4
月
上
旬

岳
ノ
木
場
公
園

ー
上
諏
訪
町

l

-
ツ
ツ
ジ

(
3
万
本
)

4
月
中
旬
1
5月
中
旬

・
ア
ジ
サ
イ

(
8
、0
0
0
本
)

6
月
中
旬
1

7
月
中
旬

-
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

(
5
、
0
0
0
本
)

4
月
下
旬
1
5
月
上
旬

現
在
、
市
で
は
、
「
サ
ク
ラ
の
ま
ち
大
村
」
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

め
、
サ
ク
ラ
苗
木
を
無
償
配
布
し
、
市
内
全
域
に
植
樹
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

問

い

合

わ

せ

都

市

計

画

課

ー
重
井
田
町

l

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
里

ー
南
川
内
町

1

-
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

(
2
、
0
0
0本
)

4
月
下
旬
1
5月
上
旬
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島原災害派遣隊の皆さん

長い間お疲れ様でした
雲仙・普賢岳災害にあたっていた陸上自衛隊島原災害

派遣隊が昨年12月16日で撤収しました。派遣隊は、平成

3年6月の大火砕流から、不明者の捜索、カメラとレー

ダーによる24時間態勢の火山活動の監視、応急防災堤防

の工事の支援、上空観測の協力など多大な貢献をされま

した。大変お疲れ様でした O 撤収後、第16普通科連隊は、

と普賢岳との闘いミを克明につづった隊員らの手記を冊子

にまとめました。その手記の中から一部をご紹介します。

この機会に、市民の皆さんも、自然災害に対する認識

を改めて考えてみましょう O

被災地の人々に感謝の気持ちで見送られ、
撤退する派遣隊員の皆さん (12/16・深江町)

島
原
災
害
派
遣
を

振
り
返
っ

第

村喜
大
隊

勉

i
 

l
 

--az' 

平
成
3
年
6
月
3
日
、
思
い
出

す
と
わ
れ
わ
れ
偵
察
班
5
名
は
、

午
前
中
か
ら
水
無
川
土
石
流
お
よ

び
、
水
無
川
に
架
か
る
橋
り
ょ
う

を
偵
察
、
諸
一冗
を
収
集
し
な
が
ら

河
口
か
ら
上
流
へ
と
向
か
い
、
普

賢
岳
の
ふ
も
と
ま
で
の
偵
察
を
実

施
し
て
い
た
。

上
流
近
く
ま
で
行
く
と
、
消
防

署
員
、
報
道
カ
メ
ラ
マ
ン
、
住
民

数
名
が
い
る
の
を
確
認
し
た
。
さ

室ロ

災

「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て

く
る
」
の
格
言
ど
お
り
、
島
原
は

約
2
0
0
年
前
の
眉
山
崩
壊
の
後
、

普
賢
岳
の
噴
火
で
大
変
な
災
害
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

て

ら
に
上
流
ま
で
行
く
と
、
溶
岩
が

斜
面
を
転
が
り
落
ち
る
不
気
味
な

音
に
、
耐
え
難
い
恐
怖
を
覚
え
た
。

偵
察
を
終
え
帰
路
へ
つ
く
。
午

後
3
時
ご
ろ
部
隊
に
着
き
、
事
務

室
で
一
息
入
れ
て
い
た
午
後
4
時

8
分
、
「
島
原
で
、
大
火
砕
流
が

発
生
し
た
」
と
連
絡
が
入
り
、
わ

れ
わ
れ
は
ギ
ヨ
ツ
と
な
り
思
わ
ず

顔
を
見
合
わ
せ
た
。
わ
れ
わ
れ
が

偵
察
中
に
大
火
砕
流
が
発
生
し
て

い
た
ら
・
:
。

災
害
派
遣
出
動
命
令
が
発
令
さ

れ
、
午
後
5
時
島
原
へ
向
け
て
出

発
。
島
原
市
役
所
に
到
着
後
情
報

備

え

て

自
然
の
力
は
強
力
で
防
ぐ
こ
と

は
難
し
い
で
す
が
、
起
き
た
災
害

の
被
害
を
最
少
限
に
食
い
止
め
る

こ
と
は
可
能
で
す
。
防
災
は
、
平

素
の
準
備
(
防
災
機
関
の
連
携
、

防
災
訓
練
の
実
施
な
ど
)
お
よ
び

災
害
初
期
の
迅
速
な
対
応
が
不
可

欠
で
す
が
、
何
と
い
っ
て
も
最
も

大
切
か
つ
基
本
は
、
市
民
の
皆
様

の
防
災
意
識
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、
防
災

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

を
収
集
し
、
大
隊
へ
情
報
を
随
時

報
告
し
た
。
夜
に
な
る
と
、
蜂
り

し
き
る
火
山
灰
が
車
の
ラ
イ
ト
に

写
し
出
さ
れ
、
ま
る
で
雪
の
よ
う

だ
つ
た
。

そ
の
後
は
、
島
原
市
役
所
に
お

け
る
市
・
町
・
県
警
・
消
防
・
自

衛
隊
・
海
上
保
安
庁
な
ど
に
よ
っ

て
開
設
さ
れ
た
情
報
所
勤
務
。
週

1
回
の
普
賢
岳
情
報
収
集
、
ト
ー

タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
レ
ー
ザ
ー

測
遠
機
に
よ
る
普
賢
岳
山
体
測
量

を
行
い
、
師
団
へ
の
報
告
を
実
施

し
た
。

普
賢
岳
の
活
動
も
落
ち
着
き
、

終
息
状
態
と
な
り
、
島
原
災
害
派

遣
隊
撤
収
と
な
っ
た
。
島
原
市
で

は
、
ロ
月
日
日
、
市
・
町
主
催
の

慰
労
会
。
日
日
は
、
防
衛
庁
長
官

を
は
じ
め
、
国
会
議
員
・
県
知
事
・

県
議
・
市
・
町
・
地
域
住
民
の
方

々
の
列
席
の
も
と
に
、
セ
レ
モ
ニ

ー
(
愛
と
勇
気
を
あ
り
が
と
う
)

が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
島
原
市
長

・
深
江
町
長
の
話
の
中
に
は
、
自

衛
隊
が
島
原
に
駐
屯
し
て
、
島
原

市
・
深
江
町
の
復
興
と
住
民
の
安

全
を
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後
、
島
原
半

島
を
北
回
り
・
南
回
り
に
分
か
れ

て
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
た
が
、
半

じ
ゅ
ず

島
を
数
珠
の
よ
う
な
車
両
の
列
が

続
き
、
さ
な
が
ら
凱
旋
パ
レ
ー
ド

の
よ
う
で
あ
っ
た

D

沿
道
ま
で
見

送
り
に
き
て
く
だ
さ
っ
た
住
民
の

方
々
か
ら
、
「
自
衛
隊
さ
ん
あ
り

が
と
う
」
と
何
度
も
何
度
も
頭
を

下
げ
ら
れ
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く

力
い
っ
ぱ
い
手
を
振
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
そ
の
姿
に
胸
が
熱
く

な
り
、
自
然
に
涙
が
こ
ぼ
れ
だ
し
、

涙
を
ぬ
ぐ
う
こ
と
な
く
私
も
「
復

興
へ
向
け
頑
張
れ
島
原
グ
」
の
願

い
を
込
め
て
、
手
を
振
り
続
け
ま

し
た
。

火
砕
流
の
脅
威
は
去
っ
て
も
、

土
石
流
と
い
う
脅
威
が
去
っ
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
美
し
い
水

の
都
島
原
が
再
び
戻
っ
て
く
る
そ

の
日
ま
で
、
一
人
ひ
と
り
が
力
を

合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

平
成
7
年
ロ
月
日
日
の
撤
収
の

際
に
は
、
厳
寒
の
中
、
島
原
半
島

に
お
い
て
は
市
民
・
町
民
の
皆
様

の
沿
道
に
お
け
る
見
送
り
、
大
村

で
は
甲
斐
田
市
長
様
を
は
じ
め
、

市
民
の
方
々
の
暖
か
い
出
迎
え
を

賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
本
当
に
感
激
い
た
し
ま
し
た
。
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災害に備えて

平成 8年 3月号広報おおむら

ごろの火の用心日

消
火
器
に
よ
る
消
火
訓
練
よ
り

=春の全国火災予防運動 3月1日~ワ日=

火災が発生しやすい時期です。

は十分注意しましょう。

また、日ごろから火災を出さないようにするためにはど、うす

ればよいか、家族みんなで話し合う機会をもちましょう。 (車

両火災および林野火災の予防運動も併せて行います〉

1人ひとりが火の取り扱いに

住宅、庖舗、旅館、ホテル、社会福祉施設、病院などに対す

る防火安全対策の徹底。

地域における防火対策、乾燥時および強風時の火災発生防止

対策などの推進。

〉
期間中、午後 8時を「消防の時間」と定め30秒サイレンを鳴

らします。 もう 一度火の元を点検しましょう O

また、 3月 1日佳) 午前 8時に、消防演習招集サイレン

秒-6秒休止-15秒)を鳴らします。

(15 

(消防の時開設定

よと売

噌i
①寝たばこやたばこの投げ捨てをしなし」

②子どもには、マッチやライターで遊ばせ

ない。

③風の強し 1ときは、たき火をしなし '0

④天ぷらを揚げるときは、その場をはなれ

ない。

⑤家の周りに燃えやすいものを置かなし'0
⑤ふろの空だきをしない。

⑦ストーブには、燃えやすいものを近づけ

ない。

火の用心

7つのポイント 自占重

天
ぶ
ら
油
に
よ
る

十分に注意をl
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
、
油
の

温
度
が
上
が
る
ま
で
ほ
か
の
用
事

を
し
て
い
た
り
、
ち
ょ

っ
と
の
つ

も
り
で
な
べ
の
そ
ば
を
は
な
れ
た

り
し
て
い
る
間
に
火
が
入
り
、
火

事
に
な
る
ケ
l
ス
が
毎
年
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

特
に
、
昨
年
大
村
市
で
発
生
し

た
建
物
火
災
初
件
の
内
、
日
件
が

天
ぷ
ら
油
火
災
と
い
う
よ
う
に
、

建
物
火
災
の
火
災
原
因
の

3
分
の

1
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

揚
げ
も
の
に
適
し
た
油
の
温
度

は
約
1
8
0
度
で
す
。
火
を
つ
け

て
か
ら
約
4
1
5
分
で
こ
の
温
度

に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の

第 6回

消防ポンプ操法

大会を行います

火
災
が
多
発
中
で
す

ま
ま
放
置
す
る
と
日
分
前
後
で
白

煙
が
た
ち
の
ぼ
り
、
異
臭
が
た
ち

こ
め
ま
す
。
や
が
て
3
6
0
度
ほ

ど
に
な
る
と
、
ボ

ッ
と
燃
え
上
が

り
、
さ
ら
に
2
分
ほ
ど
す
る
と
炎

は
1
m
に
も
立
ち
上
が
り
ま
す
。

ご
家
庭
な
ど
で
は
、
調
理
中
換
気

扇
を
作
動
さ
せ
る
場
合
が
多
い
の

で
、
こ
の
白
煙
や
異
臭
に
気
付
く前回の消防ポンプ操法大会より

の
が
遅
れ
が
ち
で
す
。
天
ぷ
ら
油

火
災
は
大
変
消
し
に
く
い
も
の
で

す
か
ら
、
十
分
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

天ぷら油火災の原因別

1位 = コンロの消し忘れ

2位=ほか の 用 事

3位=接客中

4位=電話中

5位 = 子どもの世話

6位ーそのほか

消
防
団
員
と
し
て
の
厳
正
な
規

律
と
操
法
技
術
を
鍛
練
し
、
非
常

時
に
向
け
て
の
資
質
の
向
上
を
図

る
た
め
、
大
村
市
消
防
団
ポ
ン
プ

操
法
大
会
を
行
い
ま
す
。

日
時

3
月
日
日
側
、
午
前
日
時

開
会

場
所
長
崎
県
消
防
学
校
グ
ラ
ン

ド
(
森
園
町
)

問
い
合
わ
せ
消
防
団
本
部
(
宮

⑫
2
3
1
6
)
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力
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企
南
蛮
の
調
べ
と
の
出
会
い

(
1
/
加
・
市
コ
ミ
セ
ン
)

髪室護霊理主主盟主謹 4力作が勢ぞろい (2/11・市コミセン)

髪室き話芸芸書芸主主芸当三主主主 第 8回大村市子ども美術展が2月6日か

詰五高五も話再 昨ぷ53JJJZtL諸??
-一一ニ=ニ品-弓ニヱ広子二~三三士二二ここご二一ふー

)一 一一一 賞は〉欠の皆さんです。 (敬称略)

。絵画の部 ⑨市長賞=瀧川丈史 (大村小

3年)⑨市議会議長賞=冨永祐平 (鈴田小

1年)⑨教育長賞=山本愛 (松原小 3年)

。書の部 ⑨市長賞=松山邦秀 (玖島中 3
年)⑨市議会議長賞=松ハ|智樹 (玖島中 2
年)⑨教育長賞=山口ゆかり (大村小 1年)

v夢や生きがいになる人生を…
(1/27・市コミセン)

「ボランティア新時代に向かつて」を演

題とした第29回教育講演会が 1月27日、

市コミセンで開かれました。

講師は、日本青年奉仕協会事務局長の

通語蚕民。興把氏(e;t，iボランティアとは

市民に与えられた権利であり、自由意志

で自らの判断で参加し 、社会を改革して

いくことである…」など、体験談を通し

て、ボランティアの意義と在り方を話さ

れました。

v楽しく老後を生きるために
(2/11・市民会館)

急速に進む老齢人口の増加に伴い、高齢者保健・

医療・福祉の向上と高齢社会に対する認識をして

もらおうと 、i'96高齢福祉フォーラム-イン・大村」

が2月11日、市民会館で行われました。

在宅看護に関する映画上映、公立みつぎ総合病

院長山口昇氏の特別講演のあと 、高齢者保健や福

祉対策、特に在宅看護・介護について、それぞれ

の立場の方によるパネルディス力ッションがあり、

会場からも活発な意見が出されました。

平成 8年 3月号

企児童と一緒に学校給食
(1/30・大村小学校)

学校給食週間にちなみ、大村小学校で

1月30日、給食の会食が行われました。

会食には、甲斐田市長や教育委員ら

13人が出席、児童たちと一緒に昼食を

楽しみました。また、市内児童の学校

給食に関する作品展も 2月1日から 4
日間、市コミセンで開かれました。

広報おおむら

hv
魅
力
あ
る
子
ど
も
会
を

(2
/
4
・
市
コ
ミ
セ
ン
)

市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
で
は
、
子
ど

も
会
の
望
ま
し
い
在
り
方
を
話
し
合
い
、

魅
力
あ
る
子
ど
も
会
活
動
を
目
指
そ
う
と

2
月

4
日
、
市
コ
ミ
セ
ン
で
モ
デ
ル
子
ど

も
会
発
表
会
を
開
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
辻
田
・
松
並

2
丁
目
・
沖
田

・

松
尾
・
原
町
・
堺
町
の

6
子
ど
も
会
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
日
ご
ろ
の
活
動
内
容
や
問
題

点
な
ど
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

穿 議抑留孝之

‘
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
/

(2
/
4
・
市
民
体
育
館
)

第
陀
回
大
村
市
小
学
生
女
子
ポ
ー
ト
ポ
!
ル
大
会
が

2
月

4
白
、
市
民
体
育
館
や
大
村
小
学
校
体
育
館
で
行

わ
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
、
市
内
の
小
学
生
女
子
日
チ
ー
ム
。

選
手
た
ち
は
、
お
互
い
に
声
を
掛
け
合
い
、
巧
み
に
ボ

ー
ル
を
パ
ス
し
な
が
ら
シ
ユ
|
ト
を
放
っ
て
い
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
優
勝
イ
エ
ロ
ー
モ
ン
キ
ー
ズ
(光と
緑
の薗
向
陽
寮
)

・
準
優
勝
田
の
平
子
ど
も
会

企のびのび、とした作品がズラリ (2/8・市民会館)

市内の小・中学校障害児学級作品展が2月7日から 3
日間、市民会館で開かれました。

1年間の学習の成果や歩みなどを、作品を通じて理解

してもらおうと開かれているものです。

会場には、絵画・書・おり紙・簾手芸・紙ねんど-紙

細工 ・木工作など、のびのびとした作品が所狭しと展示

され、訪れた市民も熱心に見入っていました。

※申 掛 11 葦宮そ
メ町内ミー 込宮 室11.1 

で白 金?民三
の衷 で 1 年 交 て
取 i~ き口度分 加入
り所ま額年

ま (総務課t すo は 2寓Iし
と 4 3 ま
め 8 傷
は 0 月 し

3 ま 円、 白1由書tつミド

末月日 たは 人1 再付開始かJらι 句一麗

でま Z張所、 H2 険
で ま
すで

加入 11 

8 

幼
児
交
通
安
全
ク
ラ
ブ
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

幼
児
交
通
安
全
ク
ラ
ブ
と
は
、

幼
児
の
交
通
事
故
防
止
の
た
め
、

親
と
子
が
、
公
民
館
な
ど
を
月
1

回

(
1
時
間
程
度
)
利
用
し
、
楽

し
く
交
通
ル
i
ル
を
身
に
つ
け
て

い
く
も
の
で
す
。

会
費
は
一
切
必
要
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
ク
レ
ヨ
ン
を
持
っ
て
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

実
施
場
所
柴
田
団
地
・
久
原
第

2
団
地
各
集
会
場
、
池
田
ア
パ

l

ト
・
本
小
路
団
地
各
集
会
所
、
木

場
コ
ミ
セ
ン
、
宮
小
路
・
中
里
・

原
口
住
宅
・
小
路
口
光
・
松
並
2

丁
目
・
中
地
区
・
古
賀
島
西
・
古

町
第
6
区
・
諏
訪
・
富
の
原
2
丁

目
・
玖
島
3
丁
目
各
公
民
館

※
実
施
日
程
は
、

4
月
に
回
覧
板

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
大
村
市
交
通
安
全

協
会
(
宮
⑬
9
8
8
9
)

田
淵
幸

手
塚
一
志
氏
の

野
球
講
演
会
と
野
球
教
室

。
野
球
講
演
会

日
時

3
月
2
日
出
、
午
後
6
時

1
8
時
却
分

場
所
市
コ
ミ
セ
ン

。
野
球
教
室

日
時

3
月
3
日
間
、
午
前
9
時

初
分

l
午
後
2
時
加
分

場
所
市
営
野
球
場

※
雨
天
時
は
、
陸
上
自
衛
隊
大
村

部
隊
体
育
館

問
い
合
わ
せ
大
村
中
央
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
(
宮
⑭
3
4
0
9
)

世
界

-
Aの
博
覧
会
前
売
券
発
売
中
グ

発
亮
所
各
出
張
所
、
観
光
案
内

所
(
J
R
大
村
駅
前
)
、
市
商
工
観

光
課

※
観
光
案
内
所
は
、
毎
日
、
午
前

9
時
か
ら
午
後
6
時
ま
で
営
業

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
商
工
観
光
課

l¥ 
入場券 (単位:円)

入場券の種類 区分 同IJ 亮 当日券
(H88 . 128-(H8.7.19-

7.18) 8.10.13) 

/¥ 大 人 300 500 

ウ 普通 入 場 券
中 人 250 400 

ス (サテラ イト会場のみ)
フー 人 150 300 

ボ.-/ 
ハウ ステ ンボス 大 人 2，700 

d場2ス25h r 
共 通 入 場 券 中 人 2，200 
(ハウス入テ場ンでポきスまにすも) 人 1，700 

d場主会、

大 人 2，500 2.800 

普 通 入 場 券
品 校 生 1，800 2，000 

小・中学生 1，350 1，500 

佐賀署町
幼児 400 500 

大 人 6，000 

パスポ ート券 両校生 4.500 

(全期間通用券) 小・中学生 3.300 

幼児 1，100 

※身体障害者の人ならびにその介護者、70歳以上の人などは特
別割ヲ|き入場券(当 日売りのみ)の方が割り 安です。

残
し
た
い
「
日
本
の
音
風
景
百
選
」
候
補
ぼ
し
ゅ
う

環
境
庁
で
は
、
良
好
な
音
環
境

保
全
の
た
め
、
残
し
た
い
「
日
本

の
音
風
景
百
選
」
事
業
を
行
い
ま

す
。こ

の
事
業
は
、
全
国
各
地
で
人

々
が
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
大

切
に
し
、
将
来
に
残
し
て
お
き
た

い
と
願
っ
て
い
る
音
の
聞
こ
え
る

環
境
(
音
風
景
)
を
広
く
公
募
す
る

も
の
で
す
。

公
募
の
対
象
と
す
る
「
音
」
の
要
件

①
特
定
の
地
域
に
即
し
た
音
で
あ

る
こ
と

②
多
く
の
人
が
大
切
に
し
た
い
、

残
し
た
い
と
思
う
よ
う
な
「
い
い

音
」
と
し
て
認
識
す
る
こ
と

応
募
の
方
法
所
定
の
応
募
申
込

書
は
、
市
役
所
に
あ
り
ま
す
。
な

お
、
そ
の
音
風
景
の
写
真
、
イ
ラ

ス
ト
な
ど
が
あ
れ
ば
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

締
め
切
り

3
月
日
日
働

問
い
合
わ
せ
環
境
保
全
課

- 9 -

県
の
歴
史
と
文
化
に
つ
い
て
考
え
る

「
長
崎
学
県
民
講
座
」
が
、
西
洋
音
楽
の
歴

史
に
詳
し
い
皆
川
達
夫
先
生
を
講
師
に
お

迎
え
し
て
、

1
月
剖
目
、
市
コ
ミ
セ
ン
で

開
か
れ
ま
し
た
。

「バ
ロ
ッ
ク
音
楽
と
長
崎
|
天
正
少
年

使
節
の
聞
い
た
調
べ
」
と
題
し
た
当
日
の

講
演
で
は
、
天
正
少
年
使
節
が
、
秀
吉
の

前
で
西
洋
音
楽
を
演
奏
し
て
喝
さ
い
を
浴

び
た
話
な
ど
、
テ
ー
プ
録
音
を
交
え
な
が

ら
分
か
り
ゃ
す
い
語
り
口
で
話
さ
れ
ま
し

た



市
職
員
の
給
与
な
ど
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

本
市
に
は
、
平
成

7
年

4
月
1
日
現
在
で

1
、
0
0
9
人

の
職
員
が
在
職
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
病
院
事
業

2
9

2
人
、
ボ
ー
ト
事
業
犯
人
、
下
水
道
事
業
削
人
な
ど
、
特
殊

な
事
業
に
勤
務
す
る
職
員
も
す
べ
て
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、

同
規
模
の
都
市
に
比
べ
て
職
員
数
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

給
与
の
し
く
み

給
与
に
は
、
給
料
と
扶
養
手
当
、

通
勤
手
当
、
住
居
手
当
な
ど
が
含

ま
れ
ま
す
口

給
料
は
初
任
給
基
準
に
基
づ
き
、

学
歴
・
経
験
年
数
に
よ
り
算
定
し
、

条
例
で
定
め
ら
れ
た
給
料
表
(
行

政
職
、
教
育
職
、
医
療
職
付
、
同
、

同
の
5
種
類
が
あ
り
ま
す
)
に
よ

り
決
定
さ
れ
ま
す
。

次
に
給
料
が
上
が
る
要
因
に
つ

い
て
は
、
大
別
し
て
定
期
昇
給
と

給
与
改
定
と
が
あ
り
ま
す
。
定
期

昇
給
は
、

1
年
間
良
好
な
成
績
で

勤
務
し
た
実
証
に
基
づ
き
1
号
給

上
位
へ
上
が
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

給
与
改
定
は
、

一
般
的
に
労
使

交
渉
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
民
間

給
与
と
異
な
り
、
公
務
員
の
場
合

は
、
給
与
に
つ
い
て
の
専
門
的
機

関
で
あ
る
人
事
院
が
、
毎
年
4
月

額
が
支
給
さ
れ
ま
す
口
支
給
率
は

勤
続
年
数
と
退
職
の
事
由
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
に
は
そ

の
一
部
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

-
表
制
に
つ
い
て

市
長
な
ど
三
役
の
給
料
お
よ
び

市
議
会
議
員
の
報
酬
を
示
し
た
も

の
で
す
が
、
こ
の
報
酬
な
ど
は
、

市
内
の
各
種
団
体
な
ど
の
代
表
者

に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
た
、
特
別
職

報
酬
等
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
い

て
、
市
議
会
に
よ
り
決
定
さ
れ
、

平
成
7
年
1
月
1
日
か
ら
改
定
さ

れ
た
も
の
で
す
。

{注
}
表
間
、
州
、
問
、
附
は
平

成
7
年
の
給
与
実
態
調
査
に
よ
り

掲
げ
て
い
ま
す
。

-
表
明
に
つ
い
て

平成 8年 3月号

職
員
を
部
門
別
に
分
類
し
、
過

去
3
年
間
の
人
員
の
増
減
を
示
し

た
も
の
で
す
。

{
注
}
表
側
は
平
成
7
年
の
定
員

管
理
調
査
に
よ
り
掲
げ
て
い
ま
す

が
、
職
員
数
1
、
0
1
0
人
の
う

ち
に
は
定
員
管
理
調
査
上
計
上
さ

れ
る
教
育
長

(
1
人
)
を
含
ん
で

い
ま
す
。

広報おおむ ら

1
日
現
在
で
民
間
給
与
と
の
対
比

を
し
て
、
差
が
あ

っ
た
場
合
に
行

わ
れ
る
人
事
院
勧
告
を
尊
重
し
て

実
施
さ
れ
る
、
国
家
公
務
員
の
給

与
改
定
に
準
拠
し
て
給
料
の
引
き

上
げ
を
行
う
わ
け
で
す
。
こ
れ
を

給
与
改
定
と
い

っ
て
い
ま
す
。

池

田

保

育

所

行政臓の級別職員数の状況 (平成7年 4月 1日現在)

区 分 8 級 7 級 6 級 5 級 4 級 3 級 2 級 1 級 計

人 人 人 人 人 人 人 人 人

職 員 数 23 30 261 24 30 65 40 20 493 

% % % % % % % % % 

構 成 比 4.6 6.1 52.9 4.9 6.1 13.2 8.1 4.1 100.0 
一一一__L

(6) 

人件費率(B/A)
% 

(2) 

区
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人件費 (B)

千円

5，228，745 

給 与 費
職員手当|期末勤勉手当

千円| 千円

444，511 I 1，101，613 

歳出額 (A)

千円

31，654，438 

人件費の状況 (普通会計決算)

区 分 i住民基 本台帳人 口

平成7年 3月31日現在

78，485人

職員給与の状況 (普通会計予算)

職員数 (A)

年度

分

6 平成

)
 

a吋
.

.

 ，
 

(
 

職員手当の状況

期 末 勤勉手当 退 職 手 当

( 7年度支給率) (支給率)

期末手当 勤勉手当
自己の都合による退職 定年による退職

6月期 1.6月分 o . 6月分

1 2月期 1 . 9月分 0.6月分 勤続 20年 2 1月分 28.875月分

3月期 o . 5月分 勤続 25年 33 . 7 5月分 44.55月分

計 4.0月分 1 . 2月分
勤続 35年 47 . 5月分 62.7月分

職務上の段階、職務の

級等による加算措置 有 最高限度額 60月分 62.7月分

(7) 

計料
千円

2，289，782 

給

一 般 行 政 職
区 分

初 任 給 採用2年経過日給料月額
円 円

大 寸~二らa 卒 167，200 180，500 

円 円

IE司コ 校 卒 136，500 145，900 

576人

(3) 職員の初任給の状況
(平成7年 4月 1日現在)

(4) 

年度

職員の平均給料月額および平均年齢の状況
(平成7年 4月 1日現在)

般行

平均給料月額

職

均年

政
一平

7 平 成
特別職の報酬等の状況

区 分 市 長 助 役 収入役 議 長 副議長 議 員

円 円 円 円 円 円

報 酬 等 894，000 742.000 653，000 474，000 402，000 384，000 

期 末手 当 ( 7年度支給割合) 6月期 1.6月分 12月期 1.9月分 3月期 0.5月分 計 4.0月分

(8) 

齢

323，600 

歳

39.7 

円

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

区 分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年
円 円 円

大学卒 245，900 297，200 351， 100 
一般行政職

円 円

297，200円| 高校卒 200，500 245.900 

(5) 

説

表

の

日川
E
P
 

-
表
m
j
表
叩
に
つ
い
て

財
政
的
な
面
か
ら
職
員
の
給
与

を
み
た
も
の
で
、

6
年
度
決
算
で

の
普
通
会
計
に
お
い
て
人
件
費
が

歳
出
に
占
め
る
割
合
を
示
し
た
も

の
が
表
山
で
、
人
件
費
に
は
特
別

職
の
報
酬
や
共
済
組
合
の
事
業
主

負
担
金
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

表

ωは、
7
年
度
予
算
か
ら
見

た
職
員
1
人
当
り
に
要
す
る
経
費

を
み
た
も
の
で
す
。

-
表
①
j
表
明
に
つ
い
て

- 10一

職
員
の
平
均
給
料
と
初
任
給
の

状
況
を
示
し
た
も
の
で
、
市
に
は

一
般
行
政
職
の
職
員
、
幼
稚
園
の

教
員
、
病
院
の
医
師
、

看
護
婦
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
職
員
が
い
ま
す
が
、

そ
の
中
で
一
番
多
く
の
職
員
が
い

る
一
般
行
政
職
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
な
お
、
一
般
行
政
職

と
は
、

一
般
事
務
職
、
建
築
や
土

木
な
ど
の
技
術
職
、
保
母
な
ど
の

職
を
い
い
ま
す
。

表
問
は
、
職
員
が
学
校
卒
業
後

す
ぐ
採
用
さ
れ
た
場
合
の
経
験
年

数
別
の
給
料
月
額
を
示
し
た
も
の

で
す
。

-
表
制
に
つ
い
て

一
般
行
政
職
の
職
員
を
給
料
表

上
の
級
別
に
見
た
も
の
で
す
。

級
別
区
分
は
、
部
長
は
8
級、

課
長
は
8
1
7
級
、
課
長
補
佐
は

6
級
、
係
長
は
6
1
5
級
、
主
査

は
6
1
4
級
、
吏
員
は
3
1
2
級、

事
務
員
、
技
術
員
は
2
1
1
級
と

な
っ
て
い
ま
す
。

-
表
明
に
つ
い
て

期
末
勤
勉
手
当
は、

一
般
に
ボ

ー
ナ
ス
と
一
一
百
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

給
料
月
額
に
同
表
の
支
給
割
合
を

乗
じ
た
額
が
職
員
に
支
給
さ
れ
ま

す
。退

職
手
当
は
、
退
職
時
の
給
料

月
額
に

一
定
の
支
給
率
を
乗
じ
た

部 r~ 増員数 減員数 差引 主 な増減理由

議 βM 、 O O O 

総務企画 O O O 

般 税 務 O O O 

11" 
民 生 。O O 

衛 生 2 O 十 2 欠員補充
政

労 働 O O O 

部 農林水産 O O O 

r~ 
商 工 2 O 十 2 オフィスアルカテ可ア事業の充実

士 木 O ム 1 建築業務減

特行別政部門 教 育 2 O + 2 
多目的ホール建設準備
に伴う職員配置

嘗A韮等04'，;計部h 門

病院 32 O 十32 心臓血管病センタ ー増設
に伴う職員配置

水道 O O O 

下水道 2 O + 2 欠員補充

その他 O O O 

平成 7年の職員数の増滅状況イ

区 分 職 員 数 対前年増減数

部 門 平成5年 平成6年 平成7年 平成5年 平成6年 平成7年

一
議 ~ 9 9 9 O O O 

総務企画 127 122 122 ム 1 ム 5 O 

般 税 務 36 36 36 十 1 O O 

行
民 生 103 104 104 O 十 1 O 

待3 生 66 66 68 O O + 2 

政 労 働 1 1 1 O O O 

農林水産 41 40 40 O ム 1 O 
部 商 工 13 16 18 O + 3 + 2 

門
土 木 46 49 48 十 1 + 3 ム 1

ィ、 計 442 443 446 + 1 + 1 + 3 

特別行政部門
教 育 111 116 118 十 1 + 5 + 2 

ノj、 言十 111 116 118 十 1 + 5 + 2 

普通会計 計 553 559 564 十 2 + 6 + 5 

公雪量等会計部門

病 院 254 260 292 + 1 十 6 +32 
水道 54 55 55 O + 1 O 
下水道 44 45 47 O 十 1 + 2 
そ の f也 52 52 52 O O O 

ィ、 言十 404 412 446 + 1 + 8 +34 

i口~ 言十 957 971 1.010 + 3 +14 +39 

(注 )職員数は一般職 に 属 する職員数であり、地方公務員の身分を保有す
る休職者、派遣職員な どを含み 、臨時又は 非 常 勤 職 員 を除いています。

在現口
u

円
月年各況状の数

況
員

状
職

の
別

員
門

定
部

明
ア



わ
が
ま
ち
自
慢

• 
再
発
見

先
月
の
市
吹
た
よ
り
「
広
報
お
お
む
ら
」
で
、
全
国
的
に
名
高
い
な
ま
こ
・
人
参
・
イ
チ
ゴ
な
ど
、
大

村
の
特
産
品
を
紹
介
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
大
村
に
は
ま
だ
ま
だ
広
く
は
知
ら
れ
て
い
な
い
味
わ
い
深

い
逸
品
、
秘
め
ら
れ
た
技
な
と
が
埋
も
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
そ
う
い
っ
た
も
の
の
掘
り
起
こ
し
ゃ
「
職
人
」
と
い
わ
れ
る
人
、
新
し
い
も
の

ヘ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
な
ど
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
広
く
市
民
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、

今
後
の
大
村
の
ま
ち
お
こ
し
の
原
動
力
に
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
第

1
回
目
は
、
有
機
米
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
野
岳
有
機
米
研
究
会
」
を
紹
介
し
ま
す
。

J

A
松
原
は
、
昨
年
か
ら
の
食

糧
法
施
行
に
対
応
し
て
、
野
岳
地

区
で
特
別
表
示
米
(
有
機
米
)
の

栽
培
を
始
め
て
い
ま
す
。

昨
年
目
月
中
旬
か
ら
の
刈
り
取

り
も
終
わ
り
、
「
れ
ん
げ
の
花
咲

く
頃
」
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
し
、
今
年

初
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

野
岳
地
区
は
、
野
岳
湖
の
水
を

使
い
、
以
前
よ
り
お
い
し
い
米
が

と
れ
る
地
区
(
日
本
の
米
づ
く
り

百
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る
良
食
味

米
地
域
)
と
し
て
評
価
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

同
J

A
は
、
さ
ら
に
お
い
し
く

安
全
な
お
米
作
り
の
た
め
、
昨
年

5
月
に
組
合
員
幻
人
で
野
岳
有
機

米
研
究
会
を
結
成
、
有
機
滅
農
薬

米
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

化
学
肥
料
は
全
く
使
わ
ず
、
田
ん

ぼ
で
使
う
農
薬
も
通
常
の
ほ
ぼ
半

分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
い
し
く
て
安
心
で
き
る
お
米

が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

野岳有機米研究会から一言…

春の息吹き、咲き乱れたレンゲ草

(豆科植物〉が自然の力で水田にた

っぷりと栄養を与えることで、農

薬の使用も最小限に抑えた有機栽

培のお米です。

(暦震

ー っしごレ ‘伺

え弘!

11fj 
「れんげ、米」を初出荷した野岳有機米

研究会の皆さん (2/8・市役所)

古「れんげ米」ができるまで

月旬 | 主な水田作業

|収穫前10月上旬 ||れんげ種まき

5 月上旬~ I れんげ刈理り・土壌改良
中旬 |材施用・れんげ鋤込み

5 月下旬~ I 苗づくり

6月中旬 i田植え

6月下 旬 |除草剤散布

8月上旬 |菜油油粕施用

8 月中旬~ I
|農薬散布(2回程度)

9月上旬 |

10月上旬~ I
|稲刈り10月中旬 |

全国大会出場

，圏、回，

春の訪れを告げる花

スズランを寄贈

ごさ5EJE11庶戸、，

留学生と楽しい交流

全国大会に出場する県立大村園芸

高校(馬場朝隆校長)の弓道部女子

と漕艇部女子が 2月5日、市役所を

訪れ、甲斐田市長にあいさつをしま

した。

弓道部は、県大会団体戦で優勝。

昭和64年以来、 2度目の全国大会出

場です。漕艇部も九州大会ダブルス

カルで優勝し、全国制覇を目指しま

す。

甲斐田市長は「大村から県代表が

出場するのは光栄で、す」と激励しま

した。

選手の皆さん頑張ってください。
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市役所の市民課窓口などで、春を

告げる花「スズラン」の甘い香りが

漂い、訪れる人を和ませています。

九州電力から、環境美化活動「ク

リーン&グリーン」の一環として、

毎年各施設などに贈られているもの

で、 2月7日、同大村営業所(松井

所長)が、市役所、福祉センター、

大村パールハイム、慈恵荘などを訪

問。 ドイツスズラン数十鉢を贈呈さ

れました。

市立池田保育所(入口一枝所長)

の園;巳たちが 1月25日、オーストラ

リア留学生と交流を深めました。

保育所を訪れたのは、向陽高校の

留学生、メリンダ・オニールさん (18

歳)。 今回の訪問は、 オニールさん

が子ども好きということと、ホーム

ステイ先が同保育所の保母さん宅だ

ったことがきっかけです。

園;巴たちは、オニールさんとたこ

揚げやもちつきをし、さらにつきた

てのもちを一緒にほおばり、楽しい

ひとときを過ごしました。



平成 8年 3月号広報おおむら

国
民
健
康
保
険
制
ド
民
一
官
制
が

Ee 
、 íJl10J ~右8éJ
c::::::コ "'--.... .¥.，帆云一一一

〆 メミJ iち/

受診の際には必ず持参を

4
月
1
日
か
ら
変
わ
り
ま
す

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
、
退
職
被
保
険
者
証

は
3
月
紅
白
で
有
効
期
限
が
切
れ

ま
す
。

4
月
か
ら
は
新
し
い
被
保
険
者

証
(
ク
リ
ー
ム
色
)
・
退
職
被
保

険
者
証
(
青
色
)

に
変
わ
り
ま
す
。

新
し
い
被
保
険
者
証
は

3
月
下

旬
に
郵
送
し
ま
す
が
、

4
月
に
な

っ
て
も
届
か
な
い
場
合
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

新
し
い
被
保
険
者
証
が
届
い
た

ら①
被
保
険
者
証
の
内
容
に
誤
り
が

あ
れ
ば
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

②
4
月
か
ら
病
院
に
か
か
る
場
合

は
、
必
ず
、
新
し
い
被
保
険
者
証

(
ク
リ
ー
ム
色
ま
た
は
青
色
)
を
提

国民年金保険料の
納め忘れはありませんカソ

示
し
て
く
だ
さ
い
。

③
職
場
の
社
会
保
険
に
加
入
し
た

人
、
市
外
に
転
出
し
た
人
で
、
被

保
険
者
証
の
抹
消
届
を
し
て
な
い

人
は
早
く
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

④
仕
事
を
や
め
て
新
た
に
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
は
、
社
会
保
険
な
ど
が
切

れ
た
証
明
書
を
持
参
し
て
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

な
お
退
職
者
医
療
該
当
者
は
必

ず
年
金
証
書
も
ご
持
参
く
だ
さ
い
c

皆
さ
ん
が
納
入
さ
れ
る
保
険
税

は
診
療
費
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

し
た
が

っ
て
、
保
険
税
に
未
納

が
あ
り
ま
す
と
診
療
費
の
支
払
い

が
困
難
に
な
り
ま
す
。

国
保
制
度
の
運
営
を
維
持
す
る

た
め
に
は
、
皆
様
方
加
入
者
の
ご

協
力
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

で
あ
り
、
未
納
が
あ
り
ま
す
と
制

度
の
運
営
に
支
障
を
き
た
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。

保
険
税
の
未
納
が
あ
る
世
帯
に

つ
き
ま
し
て
は
、
納
税
相
談
の
機

会
を
多
く
す
る
た
め
に
も
直
接
本

人
に
交
付
す
る
「
短
期
保
険
証
制

度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

制
度
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、

未
納
の
保
険
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、

早
急
に
納
入
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
保
険
年
金
課
保
険

係
、
税
務
課
収
納
係

平成 7年度の国民年金保険料は

4月30日ωが納伺期限です。

納イオ期限を過ぎると納イオ書が使

用できませんので、期限までに忘

れず納伺しましょう。

みなさんが納められた国民年金

保険料は 、確定申告等を行う場合

全額が社会保険料 として課税対象

の所得額から控除さ れますので大

変有利になっています。

平成?年中に納められた「国民

年金保険料納イオ済証明書」を発行

していますので、年金係または各

出張所で申請してください。

問い合わせ 保険年金課

( 所得税の納税は l 
i 期限内にノ i 
l 確定申告による所得税の納期限 l 
i は、申告期限と同じ 3月15日(金)で | 
! す。期限内に納税を済ませてくだ i 
i さし、。

( また、振替納税を利用している i 
i 人は、あらかじめ指定された預貯 i 
l 金口座の残高を確認 しておいてく ( 

! ださしミ O

| 納期限を過ぎますと、未納とな ! 

i っている税額に対し年14.6%(5 

1 月15日までは年 7.3%)の延滞税 i 
l がかかります。

なお、一度に納められないとき l 
は、確定申告で納めることになる

税額の 2分の 1以上を 3月15日悩

までに納め、残りの税額を 5月31

日住)まで延納することができます。

ただし、延納期間中は、延納する l 

税額に対し年 7.3%の利子税がか | 
か り ま す 。!

詳しく は、諌早税務署 (ft⑫ 1 

1370)までお尋 ねください。 )

冬亙雪診

市
民
税
・
県
民
税

の
申
告
ま
お
早
め
に

国
民
健
康
保
険
税

;

3
月
は
次
の
日
程
で
申
告
を
受

け
付
け
ま
す
。
申
告
受
付
日
に
都

合
が
つ
か
な
い
人
や
、

2
月
の
申

告
受
付
日
に
申
告
で
き
な
か
っ
た

人
は
、
お
早
め
に
市
役
所
大
会
議

室
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、

申
告
期
限
日
は
3
月
日

日
働
ま
で
で
す
。

ま
た
、
未
申
告
の
場
合
、
所
得

証
明
な
ど
の
交
付
や
国
民
健
康
保

険
税
の
軽
減
制
度
の
適
用
も
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
市
民
税
係

程 〉

地 区 申告受付日 場 所

三 浦 萱 瀬 3月1日制 三浦・萱瀬出張所

福重 鈴田 3月4日(月) 福重・鈴田出張所

松 原 3月5日(刈 松原出張 所

竹 松 (農業のある世帯) 3月5日ω 竹松出張所

大 村 (農業のある世帯) 3月6日側
市役所大会議室 l

西大村(農業のある世帯) 3月7日同
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日

午前 8時30分から午後4時まで

付戸主
」ι

とと
Eコ〈申

受付時間



小
・
中
学
校
入
学
遺
児
に

祝
金
を
支
給
し
ま
す

対
象
と
な
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
の
い
な
い
児
童

-
父
母
が
い
な
く
て
、
父
母
以
外
の
人
に

養
育
さ
れ
て
い
る
児
童

支
給
要
件

4
月
1
日
現
在
で
、
市
内
に

引
き
続
き
3
か
月
以
上
住
所
を
有
し
、
小

学
校
・
中
学
校
に
入
学
す
る
児
童

申
請
期
間

3
月
日
日
側
i
m
日
幽

申
請
に
必
要
な
も
の
預
金
通
帳

(
保
護

種

中

接

施

防予

実

か

咳

ア

風

し

日

テ

傷フ

は

百

ジ

破

ん

合
し

餓
三

麻

お子様の体調の良いときに受けられるよ

う、年間を通じて無料で実施しています。

詳しくは、 『健康のしおりと国民健康保

険』をご覧ください。

者
名
義
の
も
の
。
郵
便
局
を
除
く
)
、

鑑
ほ
か

祝
金
の
額

3
、0
0
0
円

申
請
・
問
い
合
わ
せ
福
祉
課
児
童
家
庭

係

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

市
民
の
皆
さ
ん
の
福
祉
増
進
の
た
め
に

活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

担
当
地
区
駅
前
ピ
ル
、

三
城
第
2

委

員

名

山
口
満
(
東
本
町
3
4
7
番
地

宮
⑫
2
7
0
6
)

H
ド

r
↑↑ 

親
子
遊
び
教
室
「
わ
ん
ぱ

く
広
場
」
を
開
き
ま
す

対
象

平
成
6
年
4
月
2
日
1
平
成
7
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
親
子
(
初
組
)

日
時

毎
月
第
1
水
曜
日

(
4
月
の
み
口

日
附
)
、
午
前
9
時
記
分
1
日
時
初
分

場
所
市
民
体
育
館

内
容
親
子
遊
び
、
お
母
さ
ん
同
士
の
仲

間
作
り

申
込
期
限

申
込
方
法

ハ 3
ガ 月
キ 21
に 日
、同

住
所

親
子
氏

平
成

8
年
度

学
童
保
育
(
児
童
ク
ラ
ブ
)
入
所
児
童
ほ
し
ゅ
う

申
し
込
み
お
よ
び
説
明
会

。3
月
3
日
目
、
午
前
日
時
1
日
時

-
さ
く
ら
ん
ぼ
ク
ラ
ブ

(
中
央
幼
稚
園
内

宮
⑫
3
3
3
9
)

-
あ
さ
ひ
っ
こ
ク
ラ
ブ
(
木
場
の
パ
ス
方

向
転
換
所
前
宮
⑭

6
2
9
0
)

-
く
さ
ぶ
え
ク
ラ
ブ

(
富
の
原
小
学
校
前

宮
⑮
1
5
8
2
)

-
と
ま
と
ク
ラ
ブ

(
大
村
幼
稚
園
内
宮
⑪

6
4
3
8
)
 

。3
月
日
日
側
、
午
前
日
時
1
1時

・
に
ん
じ
ん
ク
ラ
ブ

(
竹
松
小
学
校
横
美

天
宮
会
館
内
宮
⑬

2
8
6
0
、
午
後
7
時

1
9
時
・
浜
田
)

※
当
日
は
、
印
か
ん
を
持
参
し
て
く
だ
さ

‘v
 

名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
電
話
番
号
・
応

募
の
動
機
・
ほ
か
の
育
児
ク
ラ
ブ
へ
の
参

加
経
験
の
有
無
な
ど
を
記
入
の
う
え
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
に
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
健
康
増
進
課

(〒
制
大
村
市
玖
島
1
丁
目
お
番
地
)

引
揚
者
の
皆
様
へ

-
さ
き
の
大
戦
の
終
結
に
伴
い
、
本
邦
以

外
の
地
域
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
人

(
北
方
領
土
含
む
)
で
、
「
引
揚
者
等
に
対

す
る
特
別
交
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
」

に
よ
る
特
別
交
付
金
を
受
給
さ
れ
た
人
に
、

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い

ま
す
。

-
書
状
の
請
求
期
限
は
、
平
成
8
年
3
月

訂
日
で
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
請
求
く
だ

支」い
。

-
珪
-
帽
求
書
類
・
問
い
合
わ
せ

庶
務
係

市
福
祉
課

大
村
東
彼
地
区
保
健
衛
生

連
絡
協
議
会
事
務
職
員
を

ぼ
し
ゅ
う

採
用
人
員
女
子
事
務
職
員

:
i人

応
募
資
格

①
幻
歳
以
下
の
未
婚
者
②
高

卒
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
者
③
市
内
在
住

者
④
普
通
自
動
車
免
許
所
有
者

応
募
締
切

3
月
ロ
日

ω必
着

試
験
日

3
月
比
日
閥
、
午
前
日
時
(
一

般
教
養
、
作
文
、
面
接
)

場
所
大
村
保
健
所

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
大
村
保
健
所

(西
三
城
町
ロ
宮
⑬
2
1
9
3
)

映
画
「
愛
の
黙
示
録
」
を

上
映
し
ま
す
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こ
れ
は
、
韓
国
孤
児
の
母
に
な
っ
た
日

本
人
、
田
内
千
鶴
子
さ
ん
の
生
涯
を
描
く

日
韓
合
同
劇
映
画
で
す
。

日
時

3
月
刊
日
間

・
昼
の
部
H
H
午
後

2
時
か
ら
・
夜
の
部
H
H
午
後
6
時
初
分

か
ら

場
所
市
民
会
館

入
場
料
前
売
券

l
大
人

1
、
3
0
0
円

(
当
日

1
、
5
0
0
円
)
、
大
学
・
高
生

1
、
1
0
0
円
(
当
日

1
、
3
0
0
円)、

小
・
中
生
5
0
0
円
(
当
日

7
0
0
円
)

問
い
合
わ
せ

上
映
委
員
会
事
務
局
(
宮

⑮
8
3
1
9
・
大
村
子
供
の
家
内
)

春

f
戸
外
で
の
び
の
び
と

健
康
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う

例

会

毎

月
1
回
日
曜
日
、
近
傍
の

コ
ー

ス
約
叩

l
m
M
を
歩
き
ま
す
。

年
会
費

3
、0
0
0
円
(
保
険
料
を
含
む
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
川
島
(
宮

⑬

4
2
8
2
)
 

6め健康テレホふ
巳:ン サービス
大長崎 ft0958-26-5511

月 スポーツと突然死

火 乳幼児の突然死

水 お産と突然死

木 高齢者の突然死

金 青壮年の突然死

土・日 救急救命法



各出張所で手続きができます

平成 8年 3月号広報おおむら

市内には、ワか所の出張所があります。出張

所では、下記のような業務も行っていますので

ご利用ください。

(税務課関係の業務)

所得証明書の交付 市県民税の納入

納税証明書の交付 国保税の納入

課税証明書の交付 固定資産税の納入

資産証明書などの交付 軽自動車税の納入

戸籍謄本・抄本の交付 転出届の受付

住民票の写しの交付 転居届の受付

除住民票の写しの交付 世帯主変更届の受付

戸籍の附票の交付 世帯合併届の受付

住民票記載事項証明書の交付 世帯分離届の受付

印鑑証明書の交付 世帯間異動届の受付

年金現況証明書の交付 国保資格の取得・喪失の届

転出証明書の交付 国年資格の取得・喪失の届

死亡届書の受付 国民健康保険証の書き換え

転入届の受付 国民年金手帳の書き換え

(市民課関係の業務)

み
ん
な
の
力
で

海
岸
ス
ッ
キ
リ

昨 --ずー
年
3 
月
実
施
さ

芙れ
村z
li¥ i口
扇岸
先j青
"代事訴
J口，，~

岸

下水道が整備されると

下水道事業受益者負担金

が賦課されます
下水道の施設は、道路や公園などのような一

般の公共施設とちがって、整備することによ っ

て利用できる人々が限られてきます。

下水道の建設費を市税などで賄うと、将来的

に下水道の恩恵を受けない人たちまで負担をか

けることになります。

公平な負担の原則から、整備することで利益

を受ける人たちに下水道建設費の一部を負担し

ていただくことによ って、より一層の整備促進

をしようというのが、都市計画法に基づく「受

益者負担金制度」です。

。受益者負担金を納める時期

皆さんの区域の事業の進み具合に応じて逐次

お願いすることになります。

。受益者負担金額

土地 1ぱ当たり 200円(坪当たり約 660円)

です。

問い合わせ

大村湾をきれいにする会大村支部では、ふるさとのきれい

な川や海を子どもたちに残そうと、毎年、年 2回(3月と 8月

ごろ)沿岸清掃を行っています。 (8月は大村湾全域で実施

されますが、 3月は大村独自で行っています。)

市民の皆様の積極的なご参加をお願いします。

市民会場 大村公園先沿岸(史跡新蔵波止付近)

〔玖島川~大高ボート

部艇庫前沿岸J(合成洗

剤を追放する大村市連

絡会 〈町内会も加入〉

担当区域)

日時 3月24日(日)、午

前 7時30分(1時間程

度)

事務局環境保全課

※なお、当日は長靴を

はいて来てください。

(道具類、軍手は用意

します)

※雨天の場合は中止し

ます。

集合場所、γ 島)11

大村
公園

下水道業務課料金係



平
成

8
年
度

建
設
工
事
な
ど
の
指
名
願

申
請
を

平
成
8
年
度
に
市
が
行
う
建
設
工
事
、

測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
な

ど
の
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る

人
は
、
次
の
と
お
り
参
加
資
格
審
査
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

要
件

l
①
建
設
工
事

l
建
設
業
の
許
可

を
有
し
、
か
つ
経
営
事
項
の
審
査
を
受

け
て
い
る
人

②
測
量

・
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
な
ど

l
営
業
に
関
し
、
法
律

上
必
要
と
な
る
資
格
を
有
す
る
人

申
請
期
間
1

3
月
1
日
働
l
m
日
働

申
請
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

l
管
財
課

個人住宅建設資金利子補給金
=平成7年度分の申し込みは3月29日まで 1=

固定資産課税台帳の

縦覧期間のお知らせ

平成 8年度税制改正に

伴い、今年度の課税台帳

縦覧期間は 4 月 1 日 (月)~

22日何)までです。

問い合わせ

税務課固定資産税係

電
話
加
入
権
を
公
売

市
税
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た
電

話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時

1

3
月
四
日

ω、
午
後
1
時

初

分

場

所

l
市
役
所
第
3
会
議
室
公
亮
方
法

1

一
般
競
争
入
札
代
金
納
付
期
限
H
H
即

納
持
参
す
る
も
の
H
H
印
か
ん
、
代
理

人
の
場
合
は
委
任
状
公
売
台
数

1
若

干

※

N
T
T
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ

な
い
場
合
は
、

売
却
決
定
を
取
り
消
し

市では、個人住宅の建設促進を図るため、

住宅建設資金の融資を利用して個人住宅を

取得した人に対して、利子補給金が受けら

れる制度を設けています。次に該当する人

は申言青してください。

① 住宅建設資金の融資 (800万円以上)を受

け、市内に自ら居住するための住宅の新

築(居住したことのない住宅の購入を含

む。)および増改築を行った人

② 住宅建設資金の最初の償還月が、 平成 7

年 4月 1日から平成 8年 3月31日までに

該当する人

利子補給金額 年間一律 40，000円

( 1か年限り)

申し込み・問い合わせ 商工観光課

※住宅の完成が2・3月中になる場合は、特

に第1回 目の償還日にご注意ください。

ま
す
。
な
お
、
公
売
開
始
前
ま
で
に
完

納
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
公
売
を

中
止
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

l
税
務

課銃
砲
万
剣
類
登
録
審
査
会

日
時
1

3
月
日
日
間
、
午
後
1
時
1

3

時

場

所

1
セ
ン
ト
ヒ
ル
長
崎
持
参

す
る
も
の

l
①
当
該
銃
砲
万
剣
類
②
万

剣
類
発
見
届
出
済
証
③
申
請
者
本
人
の

印
か
ん
(
認
印
可
)

登
録
手
数
料

(
1
件
)

V

登
録
証
交
付

手
数
料

1
5、
2
0
0
円

V
登
録
証
再

交
付
手
数
料
H
H
2
、
7
0
0
円

問

い

合
わ
せ
H
H
県
文
化
謀
、
大
村
警
察
署
お

よ
び
派
出
所
、
市
文
化
課

男
子
・
女
子

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手
募
集

資
格

l
v
年
齢
・
・・
昭
和
必
年
5
月
初
日

! バイク・軽自動車などの i 
i 変更子続きは3月までに./

バイクや軽自動車を所有している人で、 | 
他人に譲った人や、解体・売却・盗難など !

で登録変更の必要がある人は 3月29日制 ま 1

でに変更手続きを行ってください。

詳 しくは、税務課市民税係まで、。 ! 

ー
昭
和
弘
年
5
月
日
日
生
ま
れ
の
人

V
身
長
:
・

1
7
0
m
以
下

V
体
重
・:

(男
U
同
1
日
同
、
女
川
弘
同
1
m
見
)

V
視
力
:
・
裸
眼
(
メ
ガ
ネ
・
コ
ン
タ
ク

ト
レ
ン
ズ
使
用
不
可
)
両
眼
と
も
0
・

8
以
上
(
色
盲
不
可
)
応
募
締
め
切

り

U
4月
幻
日
制

応
募
・
問
い
合
わ

せ
l
長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会

(
玖
島
1
丁
目
白
1
1
E
⑫
6
1
9
4
)

け
ん
お
う
農
業
フ
ェ
ス
タ

県
央
地
域
2
市
叩
町
で
と
れ
た
新
鮮

な
農
林
水
産
物
や
特
産
品
の
展
示
即
売

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
1

3
月
口

日
側
、
午
前
日
時

1
午
後
4
時

場

所

ー
ゅ
う
ゅ
う
ラ
ン
ド
「
干
拓
の
里
」
(
諌

早
市
小
野
島
町
)
入
場
料

1
無
料

問
い
合
わ
せ

l
農
林
水
産
課

- 16-

お
は
な
し
の
会

本
好
き
の
子
ど
も
に
育
て
る
に
は
、

読
ん
で
あ
げ
る
の
が
い
ち
ば
ん
の
近
道

で
す
。
親
子
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

(
幼
児
、
小
学
低
学
年
対
象
)
日
時
l

毎
週
月
曜
日
、
午
後
3
時
1

3
時
初
分

内
容
H
H
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
、

お
り
が
み
、
手
あ
そ
び
な
ど
参
加
料

1
無
料
会
場
・
問
い
合
わ
せ

1
中
地

区
公
民
館
(
宮
⑬
1
3
7
6
)

なかちく公民館まつり
中地区公民館を定倒的に利用

しているグループが、日ごろの

活動成果を発表します。多数お
出かけください。

各グループへの参加は、誰で
も、いつでもできます。この機
会に何かはじめてみませんか。

*舞台発表の部
3月3日(日)、午前10時~午後5
時30分
内容 コーラス・民踊-剣詩舞 ・日舞・詩吟-アートパレ工・健康体
操・大正琴-民謡・レクダンス・扇舞 .38体操 ・尺八ほか

女展示発表の部

3月9日凶-10日(8)、午前9時~午後4時30分
内容 水彩画・油絵・木彰・木目込人形 ・刺しゅう・デザインフラワ
ー・藤手芸・おりがみ・手あみ-パッチワーク・生花・紙ネンド・写
真・和裁・茶花・俳句・書 ・和紙ちぎり絵・ヨガほか

*茶会震示期間の2日間 (茶券は当日会場で発売します)
女着物着付実演 9日.10日、午後2時""3時

軍バザー うどん・おにぎり・ケーキ-五日ごはん・コーヒー・手づ
くり品など

瞳ガレージセール 3月10日(日)、午前10時""11時
場所・問い合わせ 中地区公民館 (ft⑮1376)
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勤
労
青
少
年
ホ

i
ム
ま
つ
り

日
時

1
3月
刊
日
間
、
午
前
日
時
1
午
後

4
時

催

し

H
H
茶
会
(
午
前
叩
時
l
午
後

3
時
)
、
着
物
着
付
実
演
(
午
後
2
時
初

分
1
3時
日
分
)
、
バ
ザ
l

展
示

l
書
、

ア
l
ト
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
講
演
会

l
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
体
験
に
つ
い
て
(
古
賀
裕
世
講

師
)
、
午
後
1
時
初
分

1

場
所
・
問
い

合
わ
せ

1
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
(
福
祉
セ

ン
タ
ー

3
階
台
⑬

1
3
5
3
)

フ
ラ
ワ
ー

・
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座

受
講
資
格

l
市
内
に
勤
務
お
よ
び
居
住
す

る
勤
労
青
少
年
(
日
歳

1
初
歳
未
満
)
受

講
料

1
無
料
(
た
だ
し
材
料
代
1
回

1
、

3
0
0
円

)

日

時

l
l回
目
3
月
日
日

側
、
2
回
目
3
月
四
日
側
、
午
後
7
時
羽

分

1
8時
初

分

定

員

l
m
人

申

込

期

限
1
3月
7
日
嗣

場
所
お
よ
び
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ

1
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム

視聴覚ライブラザー

親

(
福
祉
セ
ン
タ
ー

3
階

宮
⑬

1
3
5
3

生

-古

展

日
時

1
3月
2
日
出
、
午
前
日
時

1
午
後

3
時

主

催

H
H
大
村
生
活
学
校
内
容

1

会
員
の
学
習
活
動
の
作
品
展
、
チ
ャ
リ
テ

ィ
l
即
売
会
(
衣
料
品
、
食
料
品
、
食
器

な
ど
)
ほ
か
場
所
・
問
い
合
わ
せ

1
市

コ
ミ
セ
ン
(
宮
⑭

3
1
6
1
)

コ
ミ
セ
ン
サ
タ
デ
l
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
1
3
月
日
日
出
、
午
後
1
時
初
分
開

演

入

場

料

1
無
料
出
演
団
体

1
大
正

琴
(奏
月
会
)
場
所
・
問
い
合
わ
せ
H
H
市

コ
ミ
セ
ン
(
宮
⑪

3
1
6
1
)

日

相

撲

塾

少
年
ス
ポ
ー
ツ
育
成
事
業
の
一
環
と
し

て
、
郷
土
出
身
力
士
を
迎
え
相
撲
教
室
を

3月9日
(土)

・木龍うるし (アニメ 20分)

・くもの糸 (アニメ 15分)

・ろくれい (アニメ 18分)

※中地区公民館は、中地区まつりの

ため中止します。

春休み子ども映画

12分)

15分)

27分)

(アニメ

(アニメ

(アニメ

-ライオンとネス‘ミ

・ぼくだってきれいにしたいんだ

・トム・ソーヤの冒険

~あこが、れの蒸気船~ 行
い
ま
す
。

日
時

1
3
月
幻
日
側
、
午

後
2
時

場

所

l
岩
松
公
園
土
俵
内
容

1
型
・
基
本
練
習
指
導
対
象

l
市
内
小

学
生

受
付
期
間

1
3
月
1
日
幽

1
日
日

開

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

l
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

市
民
と
自
衛
隊
音
楽
の
集
い

日
時
H
H
3

月
幻
日
幽
、
午
後
6
F
m
分
開

演

場
所

1
市
民
会
館
催
し
H
H
第
日
普

通
科
連
隊
音
楽
部
の
演
奏
、
竹
松
部
隊
「
ホ

ー
ク
太
鼓
」
ほ
か
※
入
場
無
料
問
い

合
わ
せ

1
大
村
駐
屯
地
広
報
室
(
宮
⑫

2

1
3
1
)
 

垣豆む
玖
島
中
学
校

吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

日
時
1
3月
紅
白
側
、
午
後
1
時
初
分

間
演

場
所
H
H
市
民
会
館
※
入
場
無
料

問
い
合
わ
せ

1
一頑
(
宮
⑬

0
6
4
9
)

日 時 10: 00 ~ 11 : 00 14 :OO~ 15:00 

3月25日(月) 市コミ セン 西大村コミセン

3月26日伏) 鈴田出張所 三浦出 張所

3月27日制 中地区公民館 竹 松 出張所

3月28日休) 福重出張所 松原出張所

3月29日(劃萱瀬出張 所

-----------問い合わせ 視聴覚ライブラリー

(宮 ⑭ 3161 市 コミセン内)

野
岳
湖
キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用
に
つ
い
て

野
岳
湖
キ
ャ
ン
プ
場
の
中
央
サ
イ
ト
は
、
改
修
工
事
の
た
め
、

3
月
引
日

ま
で
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

問

い

合

わ

せ

商

工
観
光
課
ま
た
は
、
野
岳
湖
キ
ャ
ン
プ
場
(
宮
⑬

8
2
5
4
)

「子育τと読書J

=第2回目=

日時=3月10日(日)、午後 1時------3時

場所=市立図書館定員二90人

講師=山田真理子氏(九州大谷短期大学教掻)

受講料=無料 (電話か直接来館の上、

申し込んでください。ただし 、1回目

に申込手続を済ませた人は不要です。)

内容=i皇モグラサンジの伝説」をとお

して、子どもの心理状態を分析。それ

をヒントに親と子の関わりを考えてみ

ます。

講座
新着図書のご案内(一般書)

船宿に向かう途中の小庖で、る

いが目に止めた犬張子には仔細が

あった。玩具職人の祖父は、命を

落としても孫の将来を守りぬく 。

さまざまな家族の思いが行きかう

江戸人間模様。表題作ほか 7篇収

録の御宿かわせみシリーズ第18巻。

「
犬
張
子
の
謎
」

平
岩
弓
枝
著

ノくーパーの肖像(早乙女朋子著)/ 参宮駕龍 (村上元三

著)/ アンチノイズ (辻仁成著)/ 幽霊はテニスがお好き

(赤川次郎著)/ アマニタ・パンセリナ(中島らも著)/ ナ

ンギやけれど…(田辺聖子著)/捨てたもんじ ゃないね、

日本人(栗山良八郎著)/愛妻記(新藤兼人著)/心を蘇

らせる(河合隼雄他著)/ iノー」をいえる子どもに(サリ

ー・クーパー著)/ キルトに綴る愛(ホイ ットニー・オ ッ

トー著)/ 沈黙の獲物(ジョン ・サ ンドフォード著)/魔

法 (クリストファー・プリースト著)

このほかにもたくさんの新着図書を用意しています。

うぞご利用ください。

問い合わせ 市立図書館(宮⑫2457)

図書館・史料館を休館します

図書・資料の整理・点検、力一ド目

録の整備などのため休館します。

期間=3月12日以ト22日(創

なお、 3月10日(日)まで、通常どおり

図書の貸し出しは行います。

弓

t

ど



高
校
・
大
学
奨
学
生

。
長
崎
県
育
英
会
奨
学
生

募
集
期
間

1
3月
日
日
働
1
5
月
刊
日

働

資
格

1
県
内
に

1
年
以
上
住
所
を

有
す
る
人
の
子
弟
で
、
大
学
に
在
学
中

の
人
の
う
ち
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
修

学
困
難
で
か
つ
、
人
物
・
学
業
共
に
優

れ
て
い
る
人
。
※
日
本
育
英
会
と
の

併
願
は
で
き
ま
せ
ん
。
原
則
と
し
て
新

1
年
次
の
み
対
象
で
す
。

貸
与
月
額

ー
・
国
公
立
2
万
8
千
円
・
私
立
3

万
4
千
円

。

大
村
市
奨
学
生

募
集
期
間

1
3月
日
日
働
1
5
月
1
日

制

資

格
H
H
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

の
子
弟
で
、
高
校
・
国
立
高
専
・
短
大

・
大
学
に
在
学
中

(
4
月
進
学
予
定
者

を
含
む
)
の
人
の
う
ち
、
経
済
的
理
由

に
よ
り
修
学
困
難
で
か
つ
、
人
物
・
学

業
共
に
優
れ
て
い
る
人
。

貸
与
月
額

H
H

・
高
校
、
高
専
1
万
円
・
大
学
、
短

大
1
万
5
千
円
※
た
だ
し
高
校
、
高

専
に
つ
い
て
は
、
他
制
度
と
の
併
給
制

限
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ

1
教
育
委
員
会
庶
務
課

第

幻

回

防
火
少
年
剣
道
大
会

火
災
予
防
思
想
の
普
及
を
図
る
た
め
、

市
内
各
地
区
の
少
年
剣
士
約
6
0
0
人

を

一
堂
に
会
し
、
防
火
少
年
剣
道
大
会

市営住宅入居者

種別 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

東諏訪 l 3 K 23，200 

竹 松 8 2K.3K 7 . 200~ 
12.000 

種
原 口 1 3DK 27，200 

竹 松 l 2 K 5.400 
2 

原口住宅 1 3 K 17.700 

松並第一 1 3DK 23，300 
手重

中 央 1 3DK 27.000 

2種の竹松アパートは単身世帯向です。

申込期限 3月12日ω
抽 選日 3月21日(柄、午前10時30分か ら

入居日 4月1日(月)

申し込み・問い合わせ

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
1

3
月
3
日
側
、
午
前
9
時
初
分

開

始

場

所

1
市
民
体
育
館
主
催

1

大
村
市
危
険
物
安
全
協
会
主
管

1
大

村
消
防
署

ガールスカウト

長崎県第7団
スカウト

対
象
H
H
小
学
校
新
1
年
生

説
明
会

1

3
月
日
日
間
、
午
後
1
時
か
ら
市
コ
ミ

セ
ン
に
て
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

l
市
川
加
代
子
(
水
主
町
1
丁
目
9
7

8
1
7
0
2
⑭
5
7
3
3
夜
間
の
み
)

※
少
女
た
ち
の
健
全
育
成
に
お
手
伝
い

を
し
て
く
だ
さ
る
リ
ー
ダ
ー
も
募
集

し
て
い
ま
す
。

建築課住宅係

県営住宅入居者

3月4日(月)から

3 月 11 日目)~13 日制

県住宅供給公社大村事務

所 (ft⑫6825 県営パス

ターミナル 2階)

募集案内書配布

申込期間

問 い合 わせ

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

ー
小
さ
な
掛
金
、
大
き
な
補
償

l

平
成
8
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

の
加
入
受
け
付
け
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
会
や
運
動
ク
ラ
ブ
な
ど

5
人
以

上
の
団
体
で
あ
れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
保
険
で
万
一
の
け
が
や
賠
償

責
任
、
突
然
死
な
ど
の
事
故
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

掛
金

1
1
人
年
額

l
子
ど

も
や
文
化
活
動
が

4
0
0
円、

一
般
は

1
、
3
0
0
円
(
老
人
ク
ラ
ブ
団
体
は

6
0
0
円

)

補

償

l
・
事
故
に
よ
る

〈市営陸上競技場改装オープン記念〉

ナイタ ー リ レ ー カ ーニパル
3月30日出 〈小雨決行〉

午後 1時30分から小・中学生受付、午後 5時から高校・一般受付

市営陸上競技場

① 4x100mリレー (一般の部)...男女を問わず 4人編成

② 4x 100m リレー(高校・部隊選抜の部)…4人編成

③ 4x 100m リレー(小学生の部)...5年・ 6年生で、男女別の4人編成

④ 4XIOOm1)レー(中学生の部)…男女別の 4人編成

⑤小学生男子 1.500m'"5年・ 6年生

⑥小学生女子 1.000m'"5年・ 6年生

⑦ 3.000m (中学生男子の部 ・女子の部、 高校一般男子の部、高校

一般女子の部)

⑧ 男子 5，000m(高校一般男子の部)…選手登録者

⑨走り幅跳び(中学生男子の部・女子の部、 高校一般男子の部、高校

一般女子の部)

⑩砲丸投げ‘(中学生男子の部・女子の部、高校生男子の部・女子の部、

一般男子の部・女子の部、マスターズの部)

全種目 1人 200円です。(保険料 ・ナ ンバーカード代を含みます)

※参加料は、 当日受付で徴収します。

3 月 11 日 (月)~21 日 (村必着

所定の申込用紙 (教育委員会スポーツ振興課、各出張所にあります)

に記入の上、申し込んでください。

申し込み・問い合わせ 教育委員会スポーツ振興課

(〒856 大村市玖島 1丁目25番地)

時

場所

競技種目

日

死
亡
・
後
遺
障
害
2
、
0
0
0
万
円
(
老

人
ク
ラ
ブ
団
体
は

5
0
0
万
円
)
・
入

院
1
日
に
つ
き
4
、
0
0
0
円
(
老
人
ク

ラ
ブ
団
体
は

1
、
8
0
0
円
)
・
通
院

1
日
に
つ
き
1
、
5
0
0
円
(
老
人
ク
ラ

ブ
団
体
は

1
、
0
0
0
円
)
賠
償
責
任

1
対
人
1
億
円
、
対
物
5
0
0
万
円
、

突
然
死
お
よ
び
日
射
病
な
ど
の
見
舞
金

1
4
0
万
円
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
リ
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
長
崎
県
支
部

(
宮

0
9
5
8
⑬
2
9
2
6
)
※
加
入

申
込
書
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
・
市
民
体

育
館
・
屋
内
プ
l
ル
に
あ
り
ま
す
。

口

6

参加料

受付期間

申込方法



平成 8年 3月号広報おおむら

ー
椅
助
・
郡
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
森
園
運
動
広
場

1

ナ
イ
タ
ー
使
用
の
チ

i
ム
は
登
録
、
が
必
要
で
す

登
録
内
容

l
責
任
者
、
保
証
人
、
チ
ー

ム
名
簿
、
雨
天
返
納
の
た
め
の
銀
行
口

座

ナ
イ
タ
ー
の
抽
選
日
H
毎
月
却
日

に
、
翌
月

(1
日
1
月
末
)
の
分
を
調

整
し
ま
す
D
*
初
日
が
土

・
日

・
祭
日

の
と
き
は
、
次
の
平
常
日
が
抽
選
日
で

す
。
抽
選
日
の
前
日
ま
で
に
登
録
の
な

い
チ
l
ム
は
、
そ
の
と
き
の
抽
選
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

抽
選
時
間

(
時
間
厳
守

)
l
・
森
園
運

動
広
場
・
:
午
後
1
時

・
郡
中
グ
ラ
ウ

ン
ド
・:
午
後
2
時

・
補
助
グ
ラ
ウ
ン

ド
:
・
午
後
3
時

抽
選
会
場

1
市
役
所

第
4
会
議
室

申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ

1
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

J

ご
左
吋
叶
川

主
，

J
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
好
意

。
香
典
返
し

社
会
福
祉
基
金
へ

V

田
添
近
(
古
賀
島
町
)
叩
万
円

V
森
安
太
郎
(
大
川
田
町
)
日
万
円

V
大
内
ひ
と
み
(
岩
松
町
)
初
万
円

V
上
野
カ
ズ

メ
(
松
並
2
丁
目
)
5
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
大
石
末
三

(
福
重
町
)

5
万
円

V
辻
直
美
(
池
田

2
丁
目
)
5
万
円

V
松
尾
数
彦
(
中
里
町
)
日
万
円

V
江
上
カ
ズ
コ
(
宮
代
町
)
5
万
円

V
坂
田
義
次
(
久
原
1
丁
目
)

5
万
円

V
山
根
キ
ヌ
エ

(本
町
)

5
万
円

V
中
山
和
代
(
水
主
町
1
丁
目
)
日
万
円

V
松
尾
伊
成
(
池
田

1
丁
目
)
初
万
円

大
村
市
医
師
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
へ

V
仁
位
ト
ミ
子
(
諏
訪
1
丁
目
)
1
万
円

(
敬
称
略
)

。
一
般
寄
付

社
会
福
祉
基
金
へ

V
斎
藤
雅
子
(
杭
出
津
2
丁
目
)
1
万
円

V
妙
宣
寺
寒
修
行
団
H
H
叩
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委

員
会
リ
5
万
円

V
長
安
寺
寒
行
団
H
H
5
万
円

西
大
村
幼
稚
園
へ

V
西
大
村
幼
稚
園
P
T
A
I飼
育
小
屋

ほ
か
お
万
円
相
当

放
虎
原
幼
稚
園
へ

V
放
虎
原
幼
稚
園
P
T
A
1人
形
劇
舞

台
ほ
か
お
万
2
千
円
相
当

清
和
園
へ

V

み
つ
る
グ
ル

ー
プ

l
お
し
ぼ
り

V
親
奉
会
(
中
島
松

一
・
松
尾
謙
・
末

永
辰
夫

)
l理
容
奉
仕

V
九
州
ジ
ャ
ス
コ
附
大
村
庖

l
も
ち

慈
恵
荘
へ

V
白
田
田
義
則
(
鬼
橋
町
)
3
万
円

V
河
野
幸
男
(
池
田
2
丁
目
)

3
万
円

V
横
山
テ
イ
(
平
町
)
2
万
円

V
三
根
貢

(
水
計
町
)
印
万
円

V

一
柳
秀
雄
(
池
田
新
町
)
叩
万
円

V
松
尾
伊
成
(
池
田
1
丁
目
)
初
万
円

V
山
口
利
夫
(
宮
崎
市
)

3
万
円

V
村
下
冷
凍
工
業
H
H
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー

キV
小
佐
古
子
ど
も
会
H
H
紅
白
も
ち

V
永
測
屋
H
H
紅
白
ま
ん
じ

ゅ
う

V

み
つ
る
グ
ル

ー
プ

l
お
し
ぼ
り

V
赤
木
信
雄
(
富
の
原
1
丁
目
)
作
業

奉
仕

V
坂
田
里
子
(
須
田
ノ
木
町
)
介
護
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

V

原
口
と
も
子
(
野
岳
町
)
介
護
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

V
松
永
シ
ズ
エ
ほ
か
(
松
並
1
丁
目
)
生

け
花
教
室
指
導

V
西
大
村
小
学
校

1
作
業
奉
仕

V
黒
田
喜
寿
(
乾
馬
場
町
)
言
葉
の
リ

ハ
ビ
リ

泉
の
里
へ

V
岸
ト
モ
子
(
水
主
町
2
丁
目
)
叩
万
円

V
社
団
法
人
日
本
モ

ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選

手
会
長
崎
支
部

1
2
万
円

V
明
治
生
命
長
崎
支
社

1
パ
ス
タ
オ
ル

ほ
か
日
用
雑
貨

V
附
日
本
た
ば
こ
産
業

l
た
ば
こ

V
永
寿
会

・
小
佐
古
子
ど
も
会
H
H
紅
白

も
ち

V
登
貴
和
木
会
H
H
奉
仕

V

み
つ
る
グ
ル
ー
プ
H
H
お
し
ぼ
り

う
ぐ
い
す
の
丘
へ

V
野
口
ハ
ツ
(
東
大
村
1
丁
目
)
童
謡
・

唱
歌

・
読
み
聞
か
せ
交
流

V
平
山
四
郎
(
杭
出
津
3
丁
目
)
組
み

ひ
も
編
み
機

V
福
嶋
宏
(
玖
島
2
丁
目
)
図
書

V
み
つ
る
グ
ル

ー
プ

1
お
し
ぼ
り

大
村
子
供
の
家
へ

V
大
村
地
区
同
盟
1

1
万
2
千
1
0
0

円V
赤
水
清
春
(
本
町
)

1
万
円

V
橋
口
整
形
外
科

1
日
万
円

V

コ
l
プ
長
崎
大
村
支
所

1
3万
7
千

9
4
2
円

V
桝
本
医
院
1

1
万
円

V
海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
基
地
第
幻
航

空
群

1
3
万
円

V
社
団
法
人
日
本
モ

ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選

手
会

1
2
万
円

V
西
口
繁
次
(
富
の
原
1
丁
目
)
叩
万
円

V
古
賀
一

成
(
古
町
2
丁
目
)
3
万
円

V
竹
松
部
隊
7
高
群
3
2
9
高
射
中
隊

1
ジ
ュ

ー
ス

V

十
人
会
H
H
野
菜

V
九
州
電
力
労
組
大
村
分
会

1
も
ち
つ

き
慰
問

V
第

一
印
刷
リ
ケ
ー
キ

V
山
道
医
院

1
ケ
l
キ

V
黒
木
医
院

l
図
書

V
辻
山
一
(
木
場
2
丁
目
)
ケ
l
キ
ほ

カV
側
プ
レ
ナ
ス
HH
キ
ー
ボ
ー
ド

光
と
緑
の
園
向
陽
寮
・
乳
児
院
へ

V
山
道
医
院

l
ケ
I
キ

V
池
田
軽
運
送
H
H
ケ
l
キ

V
第
一
印
刷
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-一般の部=①理容くりはら

②D.Sクラブ

③西大村中B

・選抜の部=①陸自大村

②第4施設大隊

第 19回

おおむら駅伝競走
大会成績



拘レジヲー-5胞の
市
税
の
納
付
は
も
う
お
済
み
で
す
か
、

納
め
忘
れ
の
人
は
急
い
で
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

(
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
)

1日
明日の親のための学級(5) 夜の部 市コミセン 1?日 当番医
⑮母子健康手帳 18:30~20:00

(日)
(内・旨) フジイ育腸科クリニック 東古 本 町宮⑭⑫8686 

(金) 成人の健康相談 福祉センタ ー 13:00~15:00 (整) 牟田整形外科医院 町 2丁目宮 4501 
⑮40歳以上⑮血圧測定

18日 健康よろず相談 竹松出張所 13:30~ 15:30 

3日 当番医 ⑮血圧・コレステロール・貧血・肥満などで気

(日)
(内・小)寺井医院玖馬島 1丁目 宮⑫⑬3574 (月) になる人、帳介護面の相談など
(外・旺)山道医院桜場2丁 目 宮 2305 ⑧健康手

安産教室 ~ラマーズ法を練習しましょう~

19日 乳幼児健康相談 鈴田出張所4日 市コミセン 9 : 30~11 :00 
妊⑧婦 9:30~11 :00 

(月)
⑧ 母子健康手帳、ズボン

(火) 教室(3) 中地区公民館 13:30~16:00 
一般健康相談 市役汁所の 13 :OO~ 16 :00 ⑮ 母子健康手帳
⑮血圧測定・みそ 塩分濃度測定ほか

5日 20 日祝 当番医
乳幼児健康相談 福重出張所 ② 13 : 30~15 : 00 (内・小)長崎医院 寿 古町宮⑮⑭8615 (火) (水・ ) (整)貞松病院 東本町 宮 1161

6日 妊⑮婦教室(1) 中地区公民館 13 :30~ 16 :00 
3歳児健康診査 大村保健所

(水) 母子健康手帳
⑧@ 9:15~9:45、 13:00~13 :30

1 j量6l)コ、ドか成ミ月セ6児年ン健8月康生診⑧ま査1れ3 21日
、平ま成だ4受年9月生まれ (平成も受4年診3月 ~8月生まれ

で けていない人 して ください)

ワ日 ⑮ 市ま :00~13 : 30 
1 j嚢⑮6母か子月健児康健手康帳診、査問診票市コミセン年月 6年3月 ~7月生まれで、

(本)
(木)

平だ受成けていない人(も平受成診してください)

⑮(親母子子と健も康)手帳、 問診票、 タオル、歯ブラシ
定窓期⑮巡口回帥献7~血日1叩嗣 と同じ

市役所 9:30~12:00 

8日 明⑮日の親のため手の帳学級(6) 市コミセン 22日 明日の親のための学級(8) 市コミセン(金) 母子健康 13 : 30~ 16 : 00 
(金) ⑮母子健康手帳 9:30~ 13 :00 

10日
当((庄内番尚掛医) 南野内科消化器科医院 東 三 城町 宮⑬⑭3731 24日 当番医

(8) 黒 木 医 院 西大村本町 宮 0211
(日) ((内)松吉永田整内形科外科クリニック 2本⑬ 町宮⑫自(⑫14137070 

整) 医院 西大村本町 5864・8
ことば‘の教室 市コミセン 13:30~16:00 

11日 (初めての人は、健康増進課まで電話で申し込ん 25日 乳幼児健康相談 三浦出張所 ⑧9:30~11 :00 
でください)

(用)
こと ば、の教室 市コミセン 13:30~16:00 

(用) ⑮ 母子健康手帳 ⑮ ことばの発達などが気にな ⑮⑮…11日(月)と同じ
る幼児

2ワ日 妊婦教室(4) 中地区公民館 13:30~16:00 

12日 乳幼児健康相談 市コミセン (水) ⑮ 母子健康手帳

(火)
⑧⑮ 9:30~11 :00、 13: 30~ 15 :00 

離乳食教室 28日 機能訓練根気の会 福祉センター 13: 30~ 15 :30 

13日 妊婦教室(2) 中地区公民館 1 3:30~ 16 :00 
(本) ⑮体力測定、 言語訓練

(水) ⑮ 母子健康手帳、ズボ ン 29日 1 j歳6か月児健康診査 市コミセン

14日 機能訓練根気の会 福祉センター 13:30~1 5 :30 (金)
@ ⑧ 13 :OO~ 13 :30 

⑮ 7日(村と同じ
(本) ⑮ ファンシ 一手芸、言語訓練

成人の健康相談 福祉センター 13:00~15:00 31日 当番医

15日 (内・小)中 村医 院 東本町 宮⑫⑭2733 
明⑧日の⑮親…の1日幽 と同じ (8) (外) 山下外科 医 院 西三城町 宮 7122 

(金) ための学級(7) 夜の部市コミセン

⑮ 母子健康手帳 18: 30~20: 00 
略号の説明 ⑮ …対象 ⑧ …受け付け ⑮ … 内容

16日
耳とことば‘の相談 福祉センター 13 :OO~ 15: 00 

⑮ …持ってくるもの

(土) 当番医の診療時間 9:00~18:00 

毎
月
1
回
発
行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
(
長
崎
県
大
村
市
玖
島
1
丁
目
お
番
地

宮
間
⑬

4
1
1
1
)

印
刷
所
/
第
一
印
刷
側

編
集
/
秘
書
広
報
課

人口の動き

2月1日現在

口計 79，651
(+22) 

男 38，262
(+20) 

女 41，389
(+ 2) 

26，350 
(+30) 

)は前月比

人

世帯数

市民相談コーナー(秘書広報課)ですべて無料で行っています。

お気軽にご相談ください。

人権相談 (7日・木 10: OO~ 15 : 00) 

行政相談 (14日・木 9 : 30~12 : 00) 

法律相談 (19日・火 10: 00~15 : 00) 

(法律相談は申 し込みが10人になり次第締め切ります)

不動 産 相 談 (22日・金 13: 00~16 : 00) 

変通事故相談 (26日・火 10: 00~16 : 00) 

年金相談 (27日・水 10: 00~15 : 00) 

※受け付けは午前8時30分からです (電話での受け付けはいたし ません)。

3
月
の
定
例
相
談
日

平成 7年国勢調査に基づく推計人口

(総務庁統計局から発表された速報に基

づき修正しています)

- 20-

( 1 日 ~4 日 、 9 日 ~14 日・施設改善記念 (G1)、

20 日 ~25 日・総理大臣杯場開場外発売)

3月の大村ポート
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